
チームプレイの基本Ⅱ

・支援手順書に基づく支援の体験

ーオンライン研修版ー

基礎 演習４
４日目（60分）
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この時間の流れ

使用するシート

■「外出の支援手順書」

解説 まとめ説明 演習１

５分 15分 15分 10分

演習２

15分
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• 関わる支援員全員が統一した支援を提供することで、本
人が落ち着いて活動することができることを学びます。

• 手順書を使うなど、統一した支援を提供するための工夫
のポイントを学びます。

• 支援の様子を、的確に記録し反映することで、次につな
がる支援記録を残すことを学びます。

• 同じ質を担保しながら、さらに良い支援を組み立ててい
くためには、行った支援を的確に引き継ぐなどして職場
内の連携をとることが重要であることを学びます。

この時間で学ぶこと
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■「外出の支援手順書」（兼記録用紙）

支援手順書の作成
〜田中さんの外出場面〜

解説 演習２ まとめ
演習
説明

演習１

５分 15分 15分 15分 10分
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動画を視聴します
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行動 背景の特性 支援のアイデア
田中さんを支援する
ためのアイデア

•支援者の声かけ
にはエコラリア

（反響言語）で
答える。

【コミュニケーション】
７）話し言葉の理解が

難しい
10）話し言葉で伝える

ことが難しい
11）どのようにして伝

えたらいいか分か
らない

D)本人が理解できる⾒える情報
（⽂章、単語、絵、写真、シンボル、
具体物など）で伝える（やりとり
の視点・⾒え方の視点）

E)本人が発信しやすいツールを（⽂
章、単語、絵、写真、シンボル、
具体物など）提供する（やりとり
の視点・⾒え方の視点）

絵カード（写真、
絵、⽂字）などを
活用し、言葉での
やりとりはしない

•公園を⾒ると
走り出す

【想像力】
19）先の予測をするこ

とが難しい
22）興味関心が狭くて

強い

G)本人に分かりやすく予定や変更を
伝える（時間の視点）

事前に次の活動を
伝える

•ブランコに乗る
のが好き

•水を触るのが好き

【感覚】
26）視覚の過敏や鈍麻

がある
27）触覚の過敏や鈍麻

がある
30）前庭覚の特有の感

覚がある

L) 好きな刺激、必要な刺激は保障す
る（場所の視点）

好きな活動を取り
入れ、楽しみを提
供する

田中さんの行動と背景の特性・支援のアイデア
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行動 背景の特性 支援のアイデア
田中さんを支援する
ためのアイデア

•水を触り始めると、
時間を忘れて触って
いたくなる

•タイマーが鳴ると水
を触ることをやめる

【想像力】
16）段取りを適切に組む

ことが難しい
18）今やることを自分で

判断することが難しい

H) 始まりや終わりを分か
りやすいようにする

（時間の視点・場所の
視点）

タイマーで終わり
を伝える

•絵で示した活動スケ
ジュールを⾒て行動
する

【社会性】
６）⾒えないものの理解が

難しい→⾒えるものは
得意

【コミュニケーション】
７）話し言葉の理解が難し

い
９）抽象的であいまいな表

現の理解が難しい

【想像力】
17）なんとなく、だいたい

などのイメージを持ち
にくい→具体的な提示
は理解できる

G)本人に分かりやすく予
定や変更を伝える
（時間の視点）

D)本人が理解できる⾒え
る情報（⽂章、単語、
絵、写真、シンボル、
具体物など）で伝える

（やりとりの視点・⾒え
方の視点）

スケジュールを提
示する

・騒がしいところでは
耳ふさぎをする

【感覚】
25）聴覚の過敏や鈍麻が

ある

K) 苦手な刺激を少なくす
るための配慮をする

（場所の視点）

声かけを最小限に
する

田中さんの行動と背景の特性・支援のアイデア
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スケジュールと活動カード

こうえん おひるごはん

おちゃ いえにかえる

こうえん

おちゃ

おひるごはん

いえにかえる

ポケット

スケジュールの
セット

注：活動内容を示したカード「活動カード」
全体の予定を示したボード「スケジュール」 8
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田中さんの動き
場面 行動

スケジュール確認
・出発前のスケジュール確認では、目線に合わせスケ
ジュールを⾒せ、指差しされた活動カードを⾒ることが
できる

全ての場面 ・支援者の声かけにはエコラリア（反響言語）で答える

全ての場面 ・声かけが続く、２語⽂以上の声かけがあると動かない

公園の場面
・公園に近づくと走り出す、言葉での制止には反応しない
・ジェスチャーでの制止には理解し止まる

公園の場面 ・ブランコは５分ぐらい乗っている

水道で水を触る
場面

・水道には自分から近寄り水を触る
・言葉での制止には反応しない
・タイマーがなったら「終わり」は理解している

お茶を飲む場面
・カバンからお茶を取り出し、ペットボトルのキャップを
開け飲むことはできる
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・ビデオその他から得られた情

報をもとに仮説を立て、手順

書を作りました。

・いくつもの場面や活動を繋げ

た一連の支援では、場面や状

況を分け、それぞれで必要と

思われる支援の手順を考えま

す。

・形式は決まっていません。

支援しやすいように工夫しま

しょう。

支援手順書（例）
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■「外出の支援手順書」

支援手順書の使用
〜田中さんの外出支援〜

解説 演習２ まとめ
演習
説明

演習１

５分 15分 15分 15分 10分
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・支援手順書に書かれた

支援を実際に行ってみ

ましょう。

・言葉で書かれた動作

（支援）を実際に行う

難しさを考えてみま

しょう。

演習１ 支援手順書の使用
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動画を視聴します
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■「外出の支援手順書」

支援の記録をとる
〜田中さんの外出支援〜

解説 演習２ まとめ説明 演習１

５分 15分 15分 15分 10分
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・支援手順書に沿った支

援ができていたか記録

しましょう。

・支援手順書を使用した支

援での利用者の様子を記

録しましょう。

・支援を記録して、改善す

べき点を検討しましょう。

演習２ 支援の記録
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動画を視聴します
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説明 演習１

５分 15分 20分 15分 5分

■「外出の支援手順書」

支援手順書の使用と記録
〜田中さんの外出支援〜

解説 演習２ まとめ
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まとめ

１．支援手順書に従って関わることが重要
→対応の統一、安定した支援につなげる

２．支援した結果を記録に確実に残す
→記録を残すことで、次の支援にスムーズに取り組む
ことができ、課題行動がいつから起きたのかを振り
返ることができるようになり、地域との連携をする
際、貴重な情報として活用することができる。

３．的確に引き継ぐことで、良い支援を提供する
→引き継ぎを行い情報共有することにより、人が変
わっても質を担保しながら、より良い支援を提供
することができる。
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